
アイコン凡例.........................................4
警告と通知.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .5
基礎の準備............................................6
トラスの組立......................................11
切妻の組立..........................................21
ドアの組立..........................................26
床の組立...............................................39
壁の組立...............................................44
部品リスト...........................................51
棚の設置...............................................59
屋根の組立..........................................62
壁フックの取り付け..............................81
スノーロードキットの設置..............83
ドアの位置合わせ..............................89
物置の固定..........................................92
清掃と手入れ......................................98
登録.........................................................99
保証.........................................................100

ご家庭でのみ使用してください！
重要：本書をよく読み、今後参照できるよう保管しておいてください
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5/16" ( 8mm) 木材用ドリルビット

5/16" ( 8 mm) 石材用ドリルビット

組み立てる前に：

• 平面な場所で組み立ててください
• 3人以上での組み立てを推薦します
•

ITM./ART. 1902292

モデル 60334

組立方法

屋外用
物置

 

必要な工具 （同梱されていません） 目次

LIFETIMEカスタマーサービスにお問い合わせください：

電話： 1-800-225-3865
月曜日～金曜日7:00 am ～ 5:00 pm（アメリカ山岳部標準時）(英語のみ対応)
および土曜日9:00 am ～ 1:00 pm（アメリカ山岳部標準時）(英語のみ対応)

ライブチャット:  www.lifetime.com/customerservice
（「LIVE CHAT」タブをクリックしてください）
英国およびヨーロッパ本土のカスタマーサービスの場合：
Eメール： cs@lifetimeproducts.eu

ご質問？
モデルおよび製品ID
（弊社にご連絡の際は両方とも準備してください）
モデル番号： 60334
製品ID：
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• セクションで使用する部品です。
• 
•

•特に注意してお読みください。

•
•

• セクションで使用されるハードウェアです。
• 
•

•セクションで使用される工具です。
• 
•

•特定のページで必要なハードウェアはありません。
• 
•

• 特定のセクションで必要な部品はありません。
• 
•

•特定の手順で電動ドライバーを使用するか使用しないかを示します。
• 
•

アイコン凡例

• ナットはセンターロック式です。しっかり締まるよう設計されているため、締めにくくなっています。 金属やプラスチッ
ク部分と水平にぴったり重なるまで締めてください。

•

1220127 8/6/2021
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警告と通知 /  / 

日本語:
• 以下の警告に従わなければ、重傷や物的損害が生じる可能性があり、保証が無効になります。
• 安全を期すため、この製品を組み立てる際は必ず指示に注意深く従ってください。
• 物置の設置に建築許可が必要か確認するため、地域のあらゆる建築基準法をチェックしてください。
• 物置を組み立てる前に基礎が完全に水平であることを確認してください。
• プラスチック製部品はねじを締めつけすぎると損傷する可能性がある点に留意してください。損傷を防ぐには、低いトル
クに設定されたドリルを使用するよう強くお勧めします。2番のプラスドライバーを使用することもできます。

• 組立は大人3人で行う必要があります。
• 組立を行う人は全員、作業中に安全めがねを着用しなくてはなりません。
• 組立中に梯子を使用する場合は特に注意してください。
• 物置は完成後、固定するよう強くお勧めします。本書で後述されている手順を参照してください。
• 雪の多い地域では屋根から雪かきをするようお勧めします。雪が手のひらの長さよりも高く積もった場合は屋根から

雪かきをしてください。
• 製品の近くで熱い物を使用したり保管したりしないでください。 
• 適切で完全な組立は、事故や負傷のリスクを減らす上で不可欠です。
• 組み立て中および組み立て後は、屋根を押し上げて物置をスライドさせたり持ち上げたりしないでください。コーナーパ
ネルのみを押して移動させます。 金属に穴をあける際は、めくれ、削り、また鋭いエッジにご注意ください

• 物置は基礎に固定する必要があります。本書の最後の「物置の固定」セクションには、固定の完了に必要な金具が記載さ
れています。金具は地元の金具店で購入できます。

• ほとんどの負傷は誤用や手順に従わないことが原因で発生します。この製品をご使用になる場合は注意を払ってください。

• 
• 
• 
• 
• 

• 
• 
• 

• 
• 
• 

• 

• 

•
•
•
•
•
•
•
•
•
• 

•
•
• 
•

•
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基礎の準備 （含まれていない材料） /  / 1
• 物置を組み立てる基礎を用意する必要があります。居住地域で建築許可証が必要な可能性があるため、 物置を組み
立てる前に地元のあらゆる建築基準法を確認してください。組立を始める前に基礎を流し入れるか建設してください。
基礎には2つのタイプがあります。
 • コンクリート
 • 木製枠組み

タイプを選択してください。ただし、設置前に表面は水平で平らにしなくてはなりません。表面が平らでなければ、物置を適切に組
み立てられません。表面を適切に水平にすると、長期的には時間の節約につながりますので、この手順は怠らないでください。 弊社
ではコンクリートの基礎を推奨しています。最も耐久性が高く、長期間持続します。建物内部に水がたまらないように、選択なさった基
礎は地面の上に構築する必要があります。材木はすべて屋外用を使用してください！

•

 •
 •

•

 •
 •
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 セクション1（続き） /  / 

1 yd3 (0,77 m3)

コンクリート基礎 /  / 

必要なコンクリート /  / 

1.1

119,6" (≈304 cm)
95,7" (≈243 cm)

94" (
≈238,8 cm

)

118" (≈299,7 cm)

!!
4" (≈10 cm)

• コンクリートは約10センチの厚さでなくてはなりません。物置の実際の寸法は、最も幅の広い部分と長い部分で
119.6" x 95.7" (304 cmと243 cm)です。この寸法に適した場所を選択してください。 床の寸法は屋根の寸法より少し
小さいです；従って、少なくとも118インチx 94インチ（およそ299.7 cm x 238.8 cm)の水平な台を建てる必要があリます。
この寸法は台の測定値であり、床の測定値ではありません。
• 

• 
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 セクション1（続き） /  / 

1.2 木製基礎 /  / 

必要な木材 /  / 

119.6" (≈304 cm) 95.7" (≈243 cm)

94" (
≈238,8 cm

)

118" (≈299,7 cm)

• 材木はすべて屋外用を使用してください！ 物置の実際の寸法は、最も幅の広い部分と長い部分で119.6" x 95.7" 
(304 cmと243 cm)です。この寸法に適した場所を選択してください。 床の寸法は屋根の寸法より少し小さいです；従
って、少なくとも118インチx 94インチ（およそ299.7 cm x 238.8 cm)の水平な台を建てる必要があリます。この寸法は台
の測定値であり、床の測定値ではありません。
• 

• 
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 セクション1（続き） /  / 
必要な工具、部品、金具 /  / 

2 in/po x 4 in/po x 91 in/po (≈5,1 cm x 10,2 cm x 231,2 cm) (x9)

2 in/po x 4 in/po x 118 in/po (≈5,1 cm x 10 cm x 299,7 cm) (x2)

16d 3 in/po (16d x ≈7,6 cm) (x36)

118" (≈299,7 cm) 94
" (

≈23
8,8

 cm
)

91
" (

≈23
1,2

 cm
)

x8

x28

!

16" (≈40,6 cm)

118" (≈299,7 cm) 94
" (

≈23
8,8

 cm
)

91
" (

≈23
1,2

 cm
)

16"
(40,6 cm) 16"

(40,6 cm) 16"
(40,6 cm)

16"
(40,6 cm) 16"

(40,6 cm)

16"
(40,6 cm) 16"

(40,6 cm)

1.2.1

1.2.2

• 材木はすべて屋外用に処理・認定されたものを使用してください。118" x 94" (299.7  cm x 238.8 cm)の骨組み
を造ります（寸法の外側）。 また、この枠組みを造る際は平らな面に合板を使用することもできます。
• 

• 

木製基礎 /  / 

• 次のステップで合板にクギを打つ際にスタッドが適切な場所になるよう、コーナーから40.6cmの位置を測定
し、中央から中央まで測定します。
• 

• 
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 セクション1（続き） /  / 
必要な工具、部品、金具 /  / 

22" x 94" x 3/4"
(≈55,9 cm x 238,8 cm x  19,1 mm)

48" x 94" x 3/4"
(≈121,9 cm x 238,8 cm x 19,1 mm)x66

! A = B

!

!

A

B

x24!

1.2.3

1.2.4

• コーナーを合わせて枠組みを四角に設置します。AとBはほぼ同じ長さでなくてはなりません。
• 
• 

• クギを使い、合板を骨組みに固定します。その後、排水用に約5/16" (8mm) の穴をあけます。
• 
• 

水抜き

8d 1 1/2" (≈8d 3,81 cm) (x66)

48" x 94" x 3/4"

(≈121,9 m x 238,8 cm x  19,1 mm) (x2)

22" x 94" x 3/4"

(≈55,9 cm x 238,8 cm x 19,1 mm) (x1)
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トラスの組立 /  /  2

11 9/16 in/po (≈29,4 cm)
ADH (x3)

DSR (x3)

AFG (x3)

DSO (x1)

DSM (x1)

DSN (x1)

DSQ (x2)

DSP (x1)

ADY (x11)

ADK (x24)
ADJ (6)

AIP (x3)

8 7/16 in/po (≈21,4 cm)

34 1/8 in/po (≈86,7 cm)

48 in/po (≈1,22 m)

DTK (x14)

DTJ (x1)

CXK (x2)

AHT (x1)

7/16" (≈11 mm) (x2) 3/8" (≈10 mm) (x2)

DTF

50 9/16 in/po (≈1,28 m)

50 9/16 in/po (≈1,28 m)

金属部品 /  / 

金具セットの内容 /  / 

必要なツール （同梱されていません） /  / 

必要な部品 /  / 

必要な金具 /  / 

11 9/16" (≈29,4 cm)

8 7/16" (≈21,4 cm)
50 9/16" (≈1,28 m)

50 9/16" (≈1,28 m)

34 1/8" (≈86,7 cm)

48" (≈1,22 m)

BRD (x3)

19 3/4 in/po (≈50,2 cm) 25 7/8 in/po (≈65,7 cm)

58 1/4 in/po (≈1,47 m)
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション2（続き） /  / 

• 長いガタ―チャンネルには二つのタイプがあります：DSQとDSR．チャンネルDSQの片方の端はノッチがしてあります。
チャンネルDSRはどちらの端にもノッチがありません。2辺を持つトラスを組み立てるときにはこれを知っているのが重
要です；2辺を持つトラスは各々の一辺を使います。中心のトラスは残りのチャンネルであるDSRを使います。
• 

• 

LIFETIME ©

DSR (x3)

DSQ (x2)

切込み / /

切込みなし / 50 9/16 in/po (≈1,28 m)

50 9/16 in/po (≈1,28 m)

50 9/16" (≈1,28 m)

50 9/16" (≈1,28 m)
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション2（続き） /  / 

2.1

AIP
DSR

DSQ

• 図のようにコネクター（AIP）を2本のトラスレール（DSQおよびDSR）の端に取り付けます。
• 
• 

• 切込み
•
• 缺口

• 切込みなし
• 
• 

側面トラス（x2) /  / 

注：レール（DSR）の端には切込みがありません。!

ADK (x4)

DTK (x4)

• コネクター（AIP）をトラスガタ―チャンネル（DSQとDSR）の端に、示されたように、取り付けます。  キャップナットを
締めすぎないようにしてください。
•  

• 

2.2

ADK (x4)

DTK (x4)

3/8"

(10 mm)
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション2（続き） /  / 

ADY (x4)

ADY

ADK (x4)

ADY (x2)

ADY (x2)

AFG

ADK

ADK

ADK

ADK

ADK

2.3

2.4

3/8"

(10 mm)

• 提供された金物を使って、トラスブレースを取り付けます。 締めすぎ
ないでください。
•  

•  

• トラスブレース（AFG）をトラスレールに取り付けます。
• 
• 
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション2（続き） /  / 

11 9/16 in/po (≈29,4 cm)

ADJ (x4)

ADJ

ADJ

ADH (x2)

ADH

!

!

2.5

7/16" (x2)

(11 mm) (x2)

• トラスロッド（ADH）をブレースとコネクターの穴に挿入し
ます。2本のキャップナット（ADJ）で固定します。
• 

• 

•ステップ2.1～2.5を繰り返します。
• 
•

注：切込みが入った方が物置の前方に向きます。

11 9/16" (≈29,4 cm)

BRD

BRD

ADK (x8)

DTK (x4) ADY (x4)
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション2（続き） /  / 

AIP

DSR

DSM

DTK (x4)

ADK (x4)

ADK (x4)
DTK (x4)

3/8" (x2)

(10 mm) (x2)

• 図のようにコネクター（AIP）を2本のトラスレール（DSMおよびDSR）の端に取り付けます。
• 
• 

• 同梱されている金具を使用して、コネクター（AIP）を2本のトラスレールの端に取り付けます。キャップナット（ADJ）
を締めすぎないようにしてください。
• 

• 

中央トラス（X1） /  / 

注：レール（DSR）の端には切込みがありません。!

2.6

2.7
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション2（続き） /  / 

ADY (x2)
ADK (x2)

3/8"

(10 mm)

AFG

• トラスブレース（AFG）をトラスレールに取り付けます。
• 
• 

• 締めすぎないでください。
• 
• 

2.8

2.9

ADK

ADK

ADY (x2)
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション2（続き） /  / 

ADK (x1)DTK (x2)

CXK (x2)
DTJ (x1)

3/8"

(10 mm)

• 垂直トラスブレース（DSN）をトラスに取り付けます。ここでは、このナット（ADK）は指で締めるだけにしてください。
• 
• 

• 図に示されている金具を使用して水平トラスブレース（DSO）をトラスに固定します。 ステップ2.11のナットを締めます。
• 
• 

2.10

2.11

DSN

DTK

ADK

DSO

DTJ

DTK

CXK

CXK
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション2（続き） /  / 

ADH (x1)

11 9/16 in/po (≈29,4 cm)

ADJ (x2)

7/16" (x2)

(11 mm) (x2)

ADH

ADJ

ADJ

• トラスロッド（ADH）をブレースとコネクターの穴に挿入します。2本のキャップナット（ADJ）で固定します。
• 
• 

!

2.12

11 9/16" (≈29,4 cm)

BRD

BRD
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション2（続き） /  / 

ADY (x1) ADK (x1)

AHT (x1)

3/8"

(10 mm)

• このステップでは、ナット（ADK）を手のみで締めてください。
• 
• 

• サポートチューブ（DSP）をスライドさせて前部トラスレールの穴に通し、中央に配置します。
• 
• 

ADY

ADK

AHT

注：こちら側が物置の前方に向きます。!

2.13

2.14

!

DSP
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切妻の組立 /  / 3

10 mm

FTM (x1)

FTN (x1)
AGH (x2)AGI (x2)

金属部品 /  / 

プラスチック部品 /  / 

金具セットの内容 /  / 

必要なツール （同梱されていません） /  / 

必要な金具 /  / 

必要な部品 /  / 

ADV (x16)

AHS (x6)

ADW (x10)

AEE (x12)

ENH (x2) AIQ (x2)

ADZ (x12)

GHN

ADK (x2)
EYR (x2) EYQ (x1)

CXK (x1)

46 in/po (≈1,17 m)

59 1/2 in/po (≈1,51 m)

FTW (x1)

AFE (x2)

59 1/2" (≈1,51 cm)

46" (≈1,17 cm)
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必要なツールと金具 /  / 

 セクション3（続き） /  / 

ADZ (x4)

AGH

AGI

ADZ

ADZ

AIQ

ENH

• 左の切妻（AGH）を右の切妻（AGI）の上に置き。スクリュー（ADZ）で固定します。
• 
• 

• 図のように穴の位置を合わせます。
• 
• 

• スクリュー（ADZ）で固定します。
•
•

3.1

3.2 3.3
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必要なツールと金具 /  / 

 セクション3（続き） /  / 

ADW

AEE

AHS (x4)

• スクリュー（ADW）でベント/網戸を切妻に固定し
ます。
• 

• 

ADW (x10)

AEE (x10)

3.4 3.5

3.6 3.7

10 mm

• エンドキャップ（AHS）をサポートチューブ（AFE）の
それぞれの端に挿入します。
• 

•

AHS

AHS

AFE

• チューブの穴を切妻の穴に合わせます。
• 
• 

• 付属の工具で固定します 。 手順3.1～3.7を繰り返します。
• 

• 

ADV
ADV ADV

ADV ADV ADV

ADV (x12)
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必要なツールと金具 /  / 

 セクション3（続き） /  / 

3.8

3.10

3.9

FTN

FTM

• 左の切妻（FTN）を右の切妻（FTM）の上に置き。
• 

• 

• 付属の工具で固定します 。
• 
• 

EYQ

ADZ

ADZ
ADZCXK

AHS

AHS

FTW

• エンドキャップ（AHS）をサポートチューブ（FTW）のそれぞれの端に挿入します。
• 
•

AHS (x2)

EYQ (x1)

CXK (x1)

ADZ (x3)

10 mm
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必要なツールと金具 /  / 

 セクション3（続き） /  / 

3.11

• 付属の工具で固定します 。
•
• 

• 2つのスクリュー(EYR)、ワッシャー(AEE)、ナット
(ADK)で固定します。
• 

• 

• チューブの穴を入口の切妻の穴に合わせます。
• 
• 

ADV

ADV

備考：平坦の穴の部分が切妻からみて外側に向くようにします。

備考：へこんだ穴が下向きになるようにします。

!

!
3.12 3.13

ADV (x4)
AEE (x2)

ADK (x2) EYR (x2)

AEE

AEE

EYR

EYR

ADK
ADK

10 mm
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左側ドアの組立 /  / 安裝左門4

BLH (x1) 

75 1/2 in/po (≈1,92 m)

AHM (x2) 

BDJ (x1)

AEE (x3)ADW (x1)

CRE (x1) 

74 1/2 in/po (≈1,89 m)

GHK

BYS (x1)

BYR (x1)

BYZ (x2)

7/16" (≈11 mm)

ADJ (x2)

ACH (x2)

AEB (x2)

ECY (x1)

ECX (x1)

74 1/2" (≈1,89 m)

75 1/2" (≈1,92 m)

ADZ (x14)

DHL

DHN (x2)

EPH (x1)

金属部品 /  / 

金具セットの内容 /  / 

プラスチック部品 /  / 

必要なツール （同梱されていません） /  / 

必要な部品 /  / 

必要な金具 /  / 
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション4（続き） /  / 

CRE

BDJ

• 左側のドア（BDJ）の最上部にある穴にヒンジチューブ（CRE）をスライドさせて入れます。
• 
• 

4.1



28

必要なツールと金具 /  / 
 セクション4（続き） /  / 

BLH

BLH

BLH

BLH

AHM AHM

BDJ
AHM

AHM

• ドアの最上部と底部のへこんだ部分にデッドボルト（AHM）を挿入します。次に、図のようにドアの端とデッドボル
トの最下部にドアのエンドレール（BLH）をスライドさせます。
• 

• 

AHM

4.2

• ドアチャネル（BLH）は、ドアを閉じる時や掛け金を下ろす際に確実にフィットするよう設計により湾曲しており、あ
なたの倉庫をしっかり守ります。これらのチャネルは、隣接しているドア縁部のため、括弧（　）のように互いに向き
合うようわずかに湾曲しています。ドアハンドルをゆっくり閉じ、掛け金を下ろす際に、軽い圧迫を与えるためドアを
密封しギャップを無くします。手順を詳しく記述した説明書をよくお読みになり、ドアチャネルを確実に取り付けてく
ださい。
• 

• 

AHM (x2)

LIFETIME ©
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション4（続き） /  / 

ADW (x1)
BYZ (x2)

AEE (x3)BYS (x1)

BYS

BYR

BYR (x1)

• 図のように2個のハンドル部品（BYRとBYS）を組
み立てます。
•

• 

• 同梱の金具を使用してハンドルをドアに取り付けます。締めすぎないでください。
• 

• 

4.4

4.3

BYZ BYZ

ADW

AEE

AEEAEE

• 注意：数個のデッドボルトはドアにカギを掛ける為
に使用されます。デッドボルトは初め自由に動かない
かもしれません。ならせる為に、ゴムの槌で数回上下
に軽く叩く必要がありますかもしれません。
• 

• 

LIFETIME ©
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション4（続き） /  / 

4.5

ADJ (x2)

ADJ
ADJ

ACH (x2)

ACHACH

AEB (x2)

AEB
AEB

ECY (x1)

ECY

ECX (x1)

ECX

• 図のように金具を取り付けます。 一時的にのみ、手で締めます。 一時的に金物を手で絞めるだけです。
• 

• 

7/16"

(11 mm)



31

必要なツールと金具 /  / 
 セクション4（続き） /  / 

• （黒色で示されているように）狭開先が各ドアの裏面の窓外側にあります。左ドアの上、左角の溝から1/8インチ 
(3,2 mm)ずつブチルテープ (EPH) を溝に貼ります。テープが溝に完全に付着していなくても大丈夫です。単にテープ
を溝に貼ります。溝にテープを押し込まないようにします。 下に向かって続け(1)、窓の底部分(2)に沿いながらカーブ
させます。上に向かってカーブさせ(3)てから、窓の上側(4)に沿って、スタート地点まで続けます。余分な部分を切り
取ります。
• 

• 

溝 /  / 

EPH (x1)

1
2

34

4.6
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション4（続き） /  / 

ADZ (x14)

ADZ

ADZ
ADZ

ADZ

ADZ

ADZ

ADZ

ADZ

ADZ

ADZ

ADZ
ADZ

ADZ

ADZ

4.7

4.8

DHN

• 窓ガラス（DHN）の両側から保護フィルムをはがします。 窓ガラスの穴をドアの穴に合わせます。
• 
• 

• 14本のスクリュー（ADZ）を使用して窓ガラスをドアに固定します。
• 
• 
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右側ドアの組立 /  / 5

BDK (x1) 

BLH (x1) 

7/16" (≈11 mm)

CRE (x1) 

75 1/2 in/po (≈1,92 m)

74 1/2 in/po (≈1,89 m)

GHL

金具セットの内容 /  / 

必要な金具 /  / 

金属部品 /  / 

プラスチック部品 /  / 

必要な部品 /  / 

AEE (x3)ADW (x1)

BBI (x1)

BYS (x1)BYR (x1)

ECW (x1)
ECZ (x1)

EOZ (x1)

BYZ (x2)

ACH (x2)

AEB (x2)

ADJ (x2)

ADZ (x14)

DHL

DHN (x2)

EPH (x1)

必要なツール （同梱されていません） /  / 

74 1/2" (1,89 m)

75 1/2" (1,92 m)
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション5（続き） /  / 

CRE

BDK

• 右側のドア（BDK）の最上部にある穴にヒンジチューブ（CRE）をスライドさせて入れます。
• 
• 

5.1
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション5（続き） /  / 

5.2 5.3• 図のようにドアの端にドアのエンドレール（BLH）
をスライドさせます。
• 

• 

BLH

BLH

BLH

• ドアチャネル（BLH）は、ドアを閉じる時や掛け金を下ろす際に確実にフィットするよう設計により湾曲しており、あ
なたの倉庫をしっかり守ります。これらのチャネルは、隣接しているドア縁部のため、括弧（　）のように互いに向き
合うようわずかに湾曲しています。ドアハンドルをゆっくり閉じ、掛け金を下ろす際に、軽い圧迫を与えるためドアを
密封しギャップを無くします。手順を詳しく記述した説明書をよくお読みになり、ドアチャネルを確実に取り付けてく
ださい。
• 

• 

LIFETIME ©

BYS

BYR

• 図のように2個のハンドル部品（BYRとBYS）を組み
立てます。
•

• 

BYS (x1)

BYR (x1)
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション5（続き） /  / 

7/16"

(≈11 mm)

• 図のようにラッチを取り付けます。しっかりと締めてください。
• 
• 

• 同梱の金具を使用してハンドルをドアに取り付けます。
• 
• 

5.4

5.5

AEE (x1)ADW (x1)BBI (x1) BYZ (x2)

BYZ
BYZ

ADW

AEE

BBI

ECW (x1)

ECW

EOZ

ECZ

ADJ
ADJ

AEB
AEB

ACH ACH

ECZ (x1)
EOZ (x1)ACH (x2)

ADJ (x2)

AEB (x2)
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション5（続き） /  / 

5.6

EPH (x1)

1

23

4

• 各ドアの裏側にある窓の外側に（黒色で示されているように）狭い溝があります。右ドアの上、右角の溝から1/8イ
ンチ (3,2 mm)ずつブチルテープ (EPH) を溝に貼ります。テープが溝に完全に付着していなくても大丈夫です。単に
テープを溝に貼ります。溝にテープを押し込まないようにします。 下に向かって続け(1)、窓の底部分(2)に沿いながら
カーブさせます。上に向かってカーブさせ(3)てから、窓の上側(4)に沿って、スタート地点まで続けます。余分な部分
を切り取ります。
• 

• 

溝 /  / 
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション5（続き） /  / 

ADZ (x14)

ADZ

ADZ

ADZ

ADZ

ADZ

ADZ

ADZ
ADZ

ADZ

ADZ

ADZ

ADZ

ADZ
ADZ

5.7

5.8

DHN

• 窓ガラス（DHN）の両側から保護フィルムをはがします。 窓ガラスの穴をドアの穴に合わせます。
• 
• 

• 14本のスクリュー（ADZ）を使用して窓ガラスをドアに固定します。
• 
• 
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床の組立 /  / 6

ADC (x1)

CUD (x2)

AHO (x2)

BQH

BQC (x20)

CUW (x2)

プラスチック部品 /  / 

金具セットの内容 /  / 

必要な部品 /  / 

必要な金具 /  / 

注：スクリューでは床は固定されません。パネルを保持するだけです。!

必要なツール （同梱されていません） /  / 
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション6（続き） /  / 

穴 /  / 

• ただ一つのタイプの内側床パネル（CUD）があります。このパネルは違うように見えるが、同じ目的を果たす二つ
の穴を持ちます。この穴はドアのヒンジチューブの底を適所に保つブッシングを受け取ります。
• 

• 

LIFETIME ©

CUD

穴 /  / 
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション6（続き） /  / 

LIFETIME ©

• この二つの内部床パネル（CUD）がお互いに付着されると、各これらの穴の各々の一つが、下に示した様に、同じ
端にある必要があります。この端はドアが設置される小屋の側にあります。
• 

• 

穴 /  / 穴 /  / 

1 2

6.1 • 内側の床パネル（CUD）を45度の角度で保持し、外側の床パネル（CUW）の下側の端に沿って突起部を差し込みます。
突起部が連結します。 パネルを平らに置きます。
•  

• 

CUDCUW

穴 /  / 

注： 穴がこのコーナーになければ、パネルを180度回転させてください。!
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション6（続き） /  / 

CUW

• 外側の床パネル（CUW）を内側の床パネルに取り付けます。
• 
•

CUD

注： 穴がこのコーナーになければ、パネルを180度回転させてください。

• 前のステップを繰り返します。
• 
• 

!

6.2

6.3

穴 /  / 
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション6（続き） /  / 

AHO

BQC (x18)

BQC

• 最後に、スクリュー（BQC）を床パネルのディボットと隣接する床パネルの突起部に挿入します。（ディボットは床パ
ネルの継ぎ目の近くにあります。）
• 

• 

AHO

• ドアをどちらの端に設置したいのか決めます。フロアの穴にブッシング（AHO）を挿入します。
•
• 

AHO

AHO (x2)

注： ブッシングの切れ目はフロアの反対側に向いていなくてはなりません。

注：スクリューでは床は固定されません。パネルを保持するだけです。

!

!
BQC (x6) BQC (x6) BQC (x6)

6.4

6.5
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壁の組立 /  / 7

67 3/4 in/po (≈1,72 m)

AFM (x9)

ADZ (x130)

AIW (x1)*

EDN

金属部品 /  / 

プラスチック部品 /  / 

金具セットの内容 /  / 

必要な部品 /  / 

必要な金具 /  / 

BDV (x2)

EPI (x2)

AHD (x7)AGL (x2) AGW (x2) BDH (x1) BDI (x1)

必要なツール （そうでないと示されていない限り、含まれません＊） /  
 /  

67 3/4" (≈1,72 m)
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション7（続き） /  / 

7.1

x7

AFM

 AFM

 AHD

ADZ

ADZ

ADZ

ADZ

• 2つの穴が最上部に来ます。
• 
• 

• 図のように各壁パネル（AHD）のくぼみの真下にある溝に各壁レール（AFM）を挿入します。4本のスクリュー
（ADZ）を使って、図に示されている場所に取り付けます。
•

• 

• ノッチ
• 
• 

ADZ (x28)
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション7（続き） /  / 

• 図のように右側の窓付き壁パネル（BDI）の
裏側で最初の溝に壁レール（AFM）を挿入し
ます。4本のスクリュー（ADZ）で固定します。
• 

• 

• 図のように右側の窓付き壁パネル
（BDH）の裏側で最初の溝に壁レール
（AFM）を挿入します。4本のスクリュー
（ADZ）で固定します。
• 

• 

7.2

AFM

AFM

BDH

•  2つの穴が最上部に来ます。
• 
• 

ADZ (x8)

ADZ

ADZ

ADZ

ADZ

7.3
•  2つの穴が最下部に来ます。
•  
•  

BDI

ADZ

ADZ

ADZ

ADZ
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション7（続き） /  / 

7.4

EPI (x1)

• 各細窓壁パネル (BDH と BDI) 上にある外側の窓に沿って、 (黒色で示されいるように) 細い溝があります。一枚の
細窓壁パネル上にある溝の上部左角から、3,2 mm (1/8”)のブチルテープ (EPH) を溝に入れます。テープが完全に
溝の中に入らなくても大丈夫です。溝に沿って入れてください。テープを溝に押し込まないようにしてください。 テー
プを下方向に向かって貼り (1)、窓底面のカーブに沿って (2) 続けます。さらに上に向けて続け (3) 窓の上面の (4) 
スタート地点まで続けて貼ります。余分なテープを切ります。
• 

• 

溝 /  / 

1

2

3
4
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション7（続き） /  / 

7.5
• 窓ガラス (BDV) に貼られている保護シールを両面ともはがします。ガラス上の穴とパネルの穴とを合わせ、ゆっく
りと窓ガラスをパネルに乗せます。14個のスクリュー (ADZ) で窓ガラスをパネルに固定します。 7.2から7.3の手順
を2枚目の細窓壁パネルでも繰り返します。
• 

• 

ADZ
ADZ

ADZ

ADZ

ADZ
ADZ

ADZ

ADZ
ADZ

ADZ

ADZ

ADZ

ADZ

ADZ

BDV

ADZ (x28)

EPI (x1)
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション7（続き） /  / 

AIW (x1)

BDI

BDI

• フロアの右前コーナーから3番目と4番目のスロットに右側の窓付き壁パネル（BDI）の最下部にある突起部を挿入
します。
• 

• 

• パネルを左にスライドさせます。
• 
• 

注：パネルの挿入後、木板とマレットを使用してパネルのベースを所定の位置ま
で入れることができます。!

7.6

7.7
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション7（続き） /  / 

AIW (x1)

• コーナーパネル（AGW）の最下部にある突起をフロアの右端に沿って最初の2つのスロット
に挿入し、フロアの前部に向かってパネルをスライドさせます。
• 

•

• パネルを曲げて、残りの2つの突起部を床パネルのスロットに入れます。所定の位置にはまると
カチッという音がします。挿入するタブのすぐ下で床パネルの下側に木板（AIW）を入れます。こ
れにより挿入しやすくなります。
• 

• 

AGW

7.9

AIW

7.8
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BDK (x1)

AGH (x2)AGI (x2)

BDJ (x1)

AGQ (x6)

BDS (x1)BDR (x1)

AFV (x2)

DRA (x1)

CUW (x2)

CUD (x2)

ボックス1の内容 /  / 

部品の説明 /  / 
こ
の
部
品
リ
ス
ト
は
参
照
用
に
取
り
外
し
可
能

 /  
  /  
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48 in/po (≈1,22 m)

67 3/4 in/po (≈1,72 m)

AFG (x3)

AFM (x9)

74 1/2 in/po (≈1,89 m)
CRE (x2)

DSR (x3)

DSO (x1)

DSM (x1)DSQ (x2)

DSP (x1)

34 1/8 in/po (≈86,7 cm)

50 9/16 in/po (≈1,28 m)

50 9/16 in/po (≈1,28 m)

金属部品キット1 /  / 

金属部品キット2 /  / 

こ
の
部
品
リ
ス
ト
は
参
照
用
に
取
り
外
し
可
能

 /  
  / 

 

BLH (x2)

75 1/2 in/po (≈1,92 m)

FTW (x1)

46 in/po (≈1,17 m)

部品の説明 /  / 

34 1/8" (≈86,7 cm)

74 1/2" (≈1,89 cm)

75 1/2" (≈1,92 cm)

67 3/4" (≈1,72 cm)

48" (≈1,22 cm)

46" (≈1,17 cm)

50 9/16" (≈1,28 cm)

50 9/16" (≈1,28 cm)

59 1/2 in/po (≈1,51 m)
AFE (x2)

59 1/2" (≈1,51 cm)

25 7/8 in/po (≈65,7 cm)

58 1/4 in/po (≈1,47 m)



53

ボックス2の内容 /  / 

BDV (x2)

AFL (x6)

AHC (x4) AIP (x3)

AIW (x1) AIX (x4)

DSN (x1)

8 7/16 in/po (≈21,4 cm)

DRB (x1)

小さい部品ボックスの内容 /  / 

DHN (x2)

AHD (x7)AGL (x2) AGW (x2) BDH (x1) BDI (x1)

こ
の
部
品
リ
ス
ト
は
参
照
用
に
取
り
外
し
可
能

 /  
  /  

EPH (x2) EPI (x2)

AFW (116) (x1) AGG (115) (x1)

AFY (117) (x3)

FTM (x1)

FTN (x1)

EGQ (x10)BRD (x3)

EGS (x1)

EGR (x1)

19 3/4 in/po (≈50,2 cm)

部品の説明 /  / 

8 7/16" (≈21,4 cm)

19 3/4" (≈50,2 cm)
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EWO ECT

DHLGHN

GHT EDH

BQHGHK EDNGHL

金具セット /  / 

ボックス2の内容 /  / 

こ
の
部
品
リ
ス
ト
は
参
照
用
に
取
り
外
し
可
能

 /  
  / 

 

EGT EWN

部品の説明 /  / 
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション7（続き） /  / 

ADZ (x15)

ADZ

AIW (x1)

• 5本のスクリュー（ADZ）を使用して2枚のパネルを固定します。
• 

• 

• 2枚の右側の壁パネル（AHD）を挿入して所定の位置までスライドさせます。
• 
•

AHD

AHD7.11

7.10
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション7（続き） /  / 

AHD AHD
AHD

ADZ (x20)

AIW (x1)

AGL

• 最初のコーナーパネルの設置ステップを繰り返します。挿入して、カチッと
いう音がするまでスライドさせます。
• 

• 

• 3枚の壁パネル（AHD）を挿入
して所定の位置までスライドさ
せます。 5本のスクリュー（ADZ）
を使用して2枚のパネルを固定
します。
• 

•

7.12

7.13
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション7（続き） /  / 

• 最初のコーナーパネルの設置ステップを繰り返します。挿入して、カチッという音がするまでスライドさせます。
• 
• 

ADZ (x15)

AGW

AHD
AHD

AIW (x1)

• 2枚の左側の壁パネル（AHD）
を挿入して所定の位置までスラ
イドさせます。
• 

•

7.14

7.15
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション7（続き） /  / 

ADZ (x10)

AIW (x1)

AGL• 最初のコーナーパネル
の設置ステップを繰り返し
ます。挿入して、カチッとい
う音がするまでスライドさ
せます。
• 

•

BDH

• フロアの左前コーナーから3番目と4番目のスロットに左側の窓付き壁パネル（BDH）の最下部にある突起部を挿入
します。パネルを左にスライドさせます。5本のスクリュー（ADZ）を使用して2枚のパネルを固定します。
• 

• 

7.16

7.17
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棚の設置 /  / 8

ADZ (x28) AIY (x4)

AFV (x2)

DSW

プラスチック部品 / / 

金具セットの内容 /  / 

必要な部品 /  / 

必要な金具 /  / 

必要なツール （同梱されていません） /  / 

EWO
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション8（続き） /  / 

8.1 • 棚ブラケット（AIY）を壁/棚サポートレールのスロットに挿入します。 ブラケットは同じ高さでなくてはなりません。
• 
• 

AIY

AIY

AIY (x2)
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション8（続き） /  / 

ADZ (x12)

AFV

AFV

≈23 kg (50 lb)
!

• それぞれの端で2本のスクリュー（ADZ）を使用して棚（AFV）をコーナー壁パネルに取り付けます。 前の穴で1本の
スクリュー（ADZ）を使用して、棚（AFV）を各ブラケットに取り付けます。 物置のもう片方でも、このステップを繰り返し
ます。
• 

 

• 

• 長い棚（AFV）の端でフラップを上向きに折り、図のように棚を
ブラケットの上に設置します。 裏側のくぼみはサポートレールに
はまります。
• 

• 

ノッチ /  / 切口

8.2

8.3

ADZ

ADZ

ADZ

ADZ

ADZ

AIY (x2)
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9 屋根の組立 /  / 

AHP (x2)ADZ (x160)

AHL (x1)

DTV (x2)

CXK (x2)AEE (x2)

(x2)

(x1)

AFL (x6)

GHT

金属部品 /  / 

金具セットの内容 /  / 

必要な部品 /  / 

必要な金具 /  / 

注：切込みが入った方が物置の前方に向きます。!

ECT

ECS (x1)

ADK (x2) BZA (x2)

AEE (x4)
ECR (x1)

ADX (x26)

AED (x24)
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9 屋根の組立 /  / 

(x2) (x1)

AGQ (x6)

 (x1)  (x1) 

BDS (x1)

DRA (x1)

DRB (x1)
AHC (x4)

BDR (x1)

3/8" (≈10 mm)

プラスチック部品 /  / 

必要な部品 /  / 

AFY (117) (x3)

AFW (116) (x1) AGG (115) (x1)

必要なツール （同梱されていません） /  / 
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション9（続き） /  / 

ADZ (x14)

ADZ
ADZ

• 側面の切妻を物置の右側に設置します。
• 
• 

• 14本のスクリュー（ADZ）を使用しての切妻を物置に固定します。
• 
• 

9.1

9.2
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション9（続き） /  / 

AGQ

• 位置合わせ用の突起
• 
• 

• 屋根パネル（AGQ）を壁パネル、切妻、トラスの上に設置します。屋根パネルの最下部にある溝を壁パネルの最上
部に設置します。位置合わせ用の小さい突起がトラスのくぼみにはまるようにしてください。
• 

• 

9.3

9.4

• 後部壁パネルと右前の窓付き壁パネルのくぼみに側
面トラスを配置します。もう1人がこれを所定の位置に保
持している間に次のステップに進みます。
• 

• 
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション9（続き） /  / 

ADZ (x4)

• 壁パネルの4つの穴を屋根パネルの最下部にある穴に合わせ、4本のスクリュー（ADZ）を挿入してパネルを所定
の位置に固定します。
• 

• 

ADZ (x4)

9.5
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション9（続き） /  / 

ADZ (x5)

ADZ (x5)

AFL

AFL

• 図に示されている場所で、最初の3本のスクリュー（ADZ）を切妻と屋根パネル、2本のスクリュー（ADZ）をトラスと
屋根パネルに挿入します。次に、屋根サポート（AFL）を切妻のくぼみに挿入し、トラスと屋根パネルの間になるよう
にします。
• 

• 

AFL (x1)

9.6
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション9（続き） /  / 

ADZ (x13)

AFL (1)
AGQ

• 図に示されている場所で、1本のスクリュー（ADZ）を切妻と屋根パネル、1本のスクリュー（ADZ）をトラスと屋根パ
ネルに挿入します。
• 

•

注：後部屋根パネル（AGQ）でも、前のステップを繰り返します。!

AFL (x1)

9.7

AFL
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション9（続き） /  / 

ADZ (x36)

AGQ
AGQ

AFL (x2)

9.8

9.9
• 中央トラスの裏側を中央後部の壁パネルのくぼみに配置します。その後、トラスの前部を持ち上げ、屋根サポー
トチューブの端が側面トラスに触れるようにします。
• 

• 

• 物置の左側でも、ステップ9.1～9.7を繰り返します。
• 
•
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション9（続き） /  / 

3/8"

(≈10 mm)

DTV (x2)

CXK (x2)
AEE (x2)

9.10

注： サポートチューブはトラスレールの下にあります。!

• 同梱の金具を使用して、サポートチューブの端を側面トラスレールに固定します。
• 
• 

• この穴はトラスブレースの近くにあります。
•
•

• トラスブレース
• 
• 

• この図には後壁パネルは表示されていません。
• 
• 

DTV

AEE

CXK
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション9（続き） /  / 

AHP (x2)

AHP

9.11

!

• 左側のドア（くぼんだコーナーのないドア）からヒンジチューブを約15センチ引きおろします。ヒンジチューブ
の最下部にある穴をブッシングの切れ目に合わせ、チューブを挿入します。止めピン（AHP）を挿入して端を曲げ
ます。
• 

• 

注：右側のドアでも、このステップを繰り返します。
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション9（続き） /  / 

• 図のように中央トラスの端を前部切妻パネルのくぼみに設置します。
• 

• 

ADZ (x1)

3/8"

(≈10 mm)

• 2本のヒンジチューブの上に入口の切妻の穴をスライドさせます。切妻の端がトラスにはまります。
• 
•

9.12

9.13

注：ナットとボルトをここで締めます。!
ADZ



73

必要なツールと金具 /  / 
 セクション9（続き） /  / 

ADZ (x20)

AGQAGQ• パネル1枚につき1つの屋根サポートのみを使用して、2枚の中
央後部屋根パネルを取り付けます。
• 

• 

• 示された様に左ドアストライクプレート（AHL）を床に取り付けます。締め付けすぎない事。
• 

• 

AFL (x2)

AFL

9.14

9.15

AHL (x1)
ADX (x2)

ADX ADX

AHL
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション9（続き） /  / 

9.16
• 右側排水プレート（ECS）を右横トラスに挿入し、図のようにプレートのくぼみをトラスの最初の穴に合わせま
す。同梱の金具で固定します。ここでは手で締めるのみにします。
• 

• 

ECS

ADK

AEE

AEE

注：左側の排水プレート（ECR）でも、このステップを繰り返します。!

BZA

ECS (x1) ECR (x1)

ADK (x2) BZA (x2)

AEE (x4)
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション9（続き） /  / 

DRA

ADZ (x6)ADZ (x6)

• 大型傾斜屋根パネル（DRA）の端を折り曲げ、図のように物置の上に設置します。図に示されている場所で、12
本のスクリュー（ADZ）を使用してパネルを入口の切妻と中央トラスに固定します。
• 

• 

注：設置前にこれらの端を上向きに折り曲げ
てください。!

ADZ (x12)

9.17
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション9（続き） /  / 

• 図に示されている場所で、ステップ9.15の排水プレートを屋根に固定します。
• 
• 

• ここで排水プレートのナットを締めます。
• 
• 

    ADZ

9.18

注：もうひとつの排水プレートでも、このステップを繰り返します。!

3/8"

(≈10 mm)

ADZ (x2)
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション9（続き） /  / 

DRB

• 1人がスクリュー（ADZ）を挿入する間、もう1人がパネル（DRB）上で下向きに圧力をかける必要があります。
• 

• 

ADZ (x2)

ADZ (x1)ADZ (x1)

9.19
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション9（続き） /  / 

9.20

BDRBDS

ADZ (x9) ADZ (x9)

• 1人がスクリュー（ADZ）を挿入する間、もう1人がパネル（BDSおよびBDR）上で下向きに圧力をかける必要があ
ります。
• 
• 

ADZ (x18)
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション9（続き） /  / 

• 付属の工具を使って、屋根のキャップを右から取り付けます。
• 
• 

9.21

ADZ (x28)

AGG (115)

AFW (116)

AFY (117)

AFY (117)

AFY (117)

ADZ ADZ

ご注意：屋根のキャップはお互いが重なるようになります。!



80

必要なツールと金具 /  / 
 セクション9（続き） /  / 

AHC

AHC
AHC

AHCAHC

ADX

ADX

ADX

ADX

ADX

ADX

AED

AED

AED

AED AED

AED

ADX (x24)

AED (x24)

• 天窓 (AHC)を折り、6つのスクリュー (ADX)とワッシャー (AED)で天窓を屋根に取り付けます。
• 

• 

9.22
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壁フックの取り付け /  / 10

金具セットの内容 /  / 

必要な部品 /  / 

必要な金具 /  / 

EDH

EDL (x6)

必要なツール （同梱されていません） /  / 
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション10（続き） /  / 

• 6個の壁フック（EDL）を壁パネルのいずれかのくぼみに挿入します（物置のどちら側でも構いません）。その後、所
定の位置におさまるまで押し下げます。
•

• 

10.1
EDL (x6)

EDL

EDL

警告
壁フックの総量は3.2kg、または壁に取り付けた
状態で14kgを超えてはなりません。この警告に従
わなければ、物的損害や負傷が生じる可能性があ
ります。

!

!

!
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BRK (x80)

EGQ (x10)

7/16" (≈11 mm) 7/16" (≈11 mm) 5/16" (≈8 mm)

EGT

金属部品 /  / 

金具セットの内容 /  / 

必要な部品 /  / 

必要な金具 /  / 

スノーロードキットの設置 /  / 11

EGS (x1) EGR (x1)

必要なツール （同梱されていません） /  / 
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 セクション11（続き） /  / 
必要なツールと金具 /  / 

• 図のようにトラスに対してトラスガセット (EGQ)を設置します。電気ドリルを使い、6本のねじ（BRK）を挿入します。
• 

• 

• ガッターチャネル
• 
• 

EGQ

BRK

BRK

BRK

BRK

BRK

BRK

• トラスブレース
•
• 

BRK (x6)

11.1

注：トラスガセットのボーダーが水平で、トラスブレースに平行になっていることを確認してください。!

5/16"

(≈8 mm)
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 セクション11（続き） /  / 
必要なツールと金具 /  / 

• 中心トラスの前端を除いて、各トラスの両側と両端に対して最後のステップを繰り返します。
• 

• 

BRK (x58)

7/16"

(≈11 mm)

7/16"

(11 mm)

5/16"

(≈8 mm)

11.2

BRKBRK

• 示された様に、短いトラスブレースが水平でトラスガタ―チャンネルに対して直面するよう確かめてください。4つの 
セルフタッピングネジ（BRK）――両側の2つずつを使用して、短いトラスブレースをトラスアセンブリーに固定します。
• 

• 

11.3
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 セクション11（続き） /  / 
必要なツールと金具 /  / 

BRK (x8)

• 他のキットを使い、各トラスでステップ11.3を繰り返してください。 キャップナットを締め取り付けます。
• 
• 

7/16" (x2)

(≈11 mm) (x2)

5/16"

(≈8 mm)

11.4
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 セクション11（続き） /  / 
必要なツールと金具 /  / 

BRK (x2)

• 示されている様に、左のゲーブルサポート（EGR）を入り口切妻と屋根に上でぴったりくっつけます2個のセルフタッ
ピングネジ（BRK）で中央トラスに固定します。
• 

• 

•  これらのネジを第一に挿入します。
• 
• 

BRK (x2)

5/16"

(≈8 mm)

11.5

EGR
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 セクション11（続き） /  / 
必要なツールと金具 /  / 

• 右側ゲーブルサポート（EGS）にはステップ11.5から11.6を繰り返します。
•
• 

BRK (x6)

注意:ネジはドアヒンジチューブに入る必要があります。

注意:ネジはドアヒンジチューブに入る必要があります。

!

!

ドアヒンジチューブ /  / 

BRK (x2)

• 2個のセルフタッピングネジ（BRK）をゲーブルを通しドアヒンジチューブに挿入します。 ネジを斜めにヒンジチュー
ブに挿入するのがより優しい場合、穴は卵型です。ドアヒンジチューブは各ドアのうち側にありゲーブルの中に上がり
ます。
• 

• 

5/16"

(≈8 mm)

11.6

11.7

EGR
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ドアの位置合わせ /  / 校準棚門12

7/16"

(≈11 mm)

AIX (x4)

必要なツール （同梱されていません） /  / 

必要な部品 /  / 

必要な金具 /  / 

プラスチックの部品 /  / 

このセクションでは金具は必要ありません
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション12（続き） /  / 

AIX (x4)

AIX1 2 3

• ドアの片方または両方が開閉の際に床をこするか、最上部の位置が合っていない場合は、次のステップに従って
修正してください。
• 

• 

• 右側のドアが床にこすれるか、左側のドアより低い場合は、右側ドアの最下部コーナーのすぐ下で床の下側に詰め木
（AIX）を入れます。 左側のドアが床にこすれるか、右側のドアより低い場合は、左側ドアの最下部コーナーのすぐ下で床
の下側に詰め木（AIX）を入れます。 挿入後、物置の底面から飛び出している詰め木の部分を切断してください。
• 

• 

12.1
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必要なツールと金具 /  / 
 セクション12（続き） /  / 

• ドアが同じ高さになった後、1人が工具を持って物置の内側に立ちます。ドアを閉じて鍵をかけます。ロックブラケ
ットと受板を調節して、デッドボルトを中央に配置します。
• 

•

7/16"

(≈11 mm)

• 2本のキャップナットを締めて、固定用金具を所定の位置に固定します。
•
•

12.2

12.3
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物置の固定 /  / 13

必要なツール （同梱されていません） /  / 

必要な部品 /  / 

必要な金具 /  / 

8mm木材用ドリルビット

8mm石材用ドリルビット
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 セクション13（続き） /  / 

(x8)

(x8)

5/16" (8 mm)

（同梱されていません）  

（同梱されていません）  

• 物置をコンクリート基礎に固定する場合は、適正な固定金具を購入する必要があります。ハンマードリ
ル、8mm石材用ビット、8本のコンクリート用スクリュー（10mm x 5cm）、8本のフェンダーワッシャー（10mm x 
2.5cm）を使用するようお勧めします。
• 

• 

13.1

• 物置を固定しなければ、物的損害や負傷が生じる可能性があります。
• 
• 

! !注意 / 警告 / 

• 直径1cmを超えるスクリューは使用しないでください。 この金具については各地の金具店にお問い合わせください。
• 
• !

コンクリート

コンクリート基礎 /  / 
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 セクション13（続き） /  / 

5/16" (8 mm)

(x8)

(x8)

（同梱されていません）  

（同梱されていません）  

• 物置を木製基礎に固定する場合は、適正な固定金具を購入する必要があります。ドリル、8mmドリルビット、8本
のラグスクリュー（10mm x 4cm）、8本のフェンダーワッシャー（10mm x 2.5cm）を使用するようお勧めします。
•

• 

13.1

• 直径1cmを超えるスクリューは使用しないでください。 この金具については各地の金具店にお問い合わせください。
• 
• !

木製基礎 /  / 

• 物置を固定しなければ、物的損害や負傷が生じる可能性があります。
• 
• 

! !注意 / 警告 / 
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Lifetime®製品をご購入いただきまして、有難うございます。以下の手順に従うと、新しいLifetime製品を長年にわたってお楽し
みいただけます。
ポリエチレン製パネルは、しみや溶剤に耐性があります。 ほとんどのしみは中性洗剤と毛のやわらかいブラシで除去できます。
研磨性の洗剤はプラスチックに傷を付ける可能性があるため、お勧めしません。金属面の傷や錆は、その部分に軽く紙やすり
をかけ、防錆スプレープライマーを使用し、最後に高光沢スプレーエナメル塗料を吹き付けて修理してください。遮熱しない限
り、表面の上や近くに直接熱源を置かないでください。

清掃と手入れ
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メーカーは、部品を利用できない場合、または部品が旧式化した場合は保証の代用を提供する権利を保有します。

1. Lifetime屋外物置は、最初の購入者に対して小売店での最初の購入から10年間、素材および技量について欠陥がないことを
保証されています。「欠陥」という言葉は、製品の使用を損なう不完全性として定義されています。誤用や濫用、不注意による欠
陥の場合、この保証は無効になります。不適切な設置や改変、事故を原因とする欠陥は、この保証の対象外です。また、暴力行為
や錆、自然災害、その他、メーカーが制御できない事象を原因とする損傷も対象外です。

2. この保証は譲渡できず、欠陥製品の修理または交換に明示的に限定されています。保証期間内に製品に欠陥が生じた場
合、Lifetime Products, Inc.は購入者に対して無料で欠陥部品を修理するか交換します。工場または流通センターと発送先の
間の輸送料金は保証対象外で、購入者の負担となります。物置またはその構成部品の取り外し、設置、または交換に関する労
務費と関連経費は、この保証の対象外です。

3. 通常の使用から生じた可能性のある製品の擦り傷やかき傷は、この保証の対象外です。さらに、意図的な損傷、不注意、不適
切な使用や、トラスから吊るした結果生じた欠陥の場合、この保証は無効になります。

4. 付随的な損傷や結果的に生じた損傷に対する責任は、法律で許可されている限り対象外となります。あらゆる装置において
最高レベルの安全性を実現すべくあらゆる努力が払われていますが、負傷しないと保証することはできません。使用者は、本製
品の使用から生じるあらゆる負傷リスクを想定する必要があります。あらゆる商品はこの条件に基づいて販売されており、会社
の代表者がこの方針を免除または変更することはありません。

5. この製品は組織または業務用ではありません。Lifetime Products, Inc.では当該使用に対して一切の責任を負いません。組織
または業務用として使用した場合、保証は無効になります。

6. 弊社の製品には、オーストラリア消費者法に基づき除外できない保証が付随しています。重大なエラーについては交換また
は返金を受け、その他の適切かつ予見可能な損失や損傷については補償を受けることができます。また、製品が許容可能な品
質ではなく、故障が重大な故障につながらない場合は、製品を修理または交換することができます。

7. この保証は明示、黙示を問わず、他のあらゆる保証に明示的に取って代わるものであり、この中には連邦法および州法で許
可されている範囲の市販性または使用の適性の保証が含まれます。Lifetime Products, Inc.、または代表者のいずれも、本製
品に関する他の責任は一切負いません。この保証は特定の法的権利を使用者に授与しますが、州によって異なるその他の権
利を有する場合もあります。 

www.lifetime.com

日付の入った領収書と損傷部分の写真を同封してください。 
製品の欠陥は書面で以下まで報告してください。
Lifetime Products, Inc., PO Box 160010 Clearfi eld, UT 84016-0010
または、1-800-225-3865（月曜から金曜の午前7時～午後5時、山地標準時）までお電話ください。

よりすばやくカスタマーサービスを受けられるよう製品をご登録ください。
製品を登録するには、www.lifetime.comにアクセスするか、1-800-225-3865までお電話ください。

国際的な保証請求
あらゆる保証の請求には領収書を添付する必要があります。保証請求はすべて書面で地域販売サポート担当者に報告し
てください。日付の入った領収書と損傷部分の写真を同封してください。
お住まいの地域の担当者を見つけるには以下をご覧ください：www.lifetime.com/international
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